
水
原
郷
病
院
の
現
状
認
識
に

つ
い
て

質
問  

基
本
協
定
内
容
の
認
識
・
見
解

を
伺
う
。

答
弁  

市
民
が
求
め
る
医
療
機
能
、
特

に
救
急
医
療
の
回
復
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
が
不
十
分
と
感
じ
て
い
る
。

質
問  

見
直
し
条
項
へ
の
対
応
及
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁  

議
会
の
意
見
や
提
言
も
参
考
に

し
、
厚
生
連
側
と
の
協
定
見
直
し
に
向

け
、
継
続
的
な
事
務
レ
ベ
ル
協
議
と
、

必
要
に
応
じ
ト
ッ
プ
協
議
も
並
行
し
、

８
月
に
予
定
し
て
い
る
郷
病
院
運
営
協

議
会
で
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
案

し
た
い
。

質
問  

平
成
21
年
秋
、
特
別
委
員
会
で
、

視
察
研
修
し
た
北
秋
田
市
立
病
院
問

題
で
の
教
訓
が
全
く
生
か
さ
れ
な
か
っ

た
。
見
直
し
に
向
け
て
の
基
本
的
な
考

え
方
を
伺
う
。

答
弁  

設
置
者
で
あ
る
阿
賀
野
市
と
、

運
営
者
で
あ
る
厚
生
連
は
、
ウ
ィ
ン
･

ウ
ィ
ン
の
関
係
（
互
恵
関
係
）
が
好
ま

し
い
と
考
え
る
。

質
問  

ま
ず
、
指
定
管
理
者
制
度
の
本

旨
体
現
が
第
一
義
と
考
え
る
が
、
指
定

管
理
者
と
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
を
伺
う
。

答
弁  

指
定
管
理
を
お
願
い
し
た
の

は
、
17
病
院
を
経
営
す
る
経
営
手
法

や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
医
師
や

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
が
図
ら
れ
、
安
定
し

た
経
営
と
市
民
が
求
め
る
医
療
の
継
続

提
供
体
制
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
り
、
厚
生
連
に
は
、
郷
病
院
の
体
制

強
化
に
向
け
て
の
明
確
な
方
針
を
示
す

様
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問  
指
定
管
理
者
制
度
の
採
用
と
長

期
継
続
契
約
は
、
民
間
活
力
の
最
大
限

発
揮
と
、
事
業
の
安
定
的
継
続
性
を
担

保
し
た
も
の
。
事
業
計
画
の
確
実
な
実

現
に
も
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ

り
、
一
方
で
設
置
者
で
あ
る
市
は
、
市

と
し
て
や
る
べ
き
事
、
協
力
す
べ
き
事

を
明
確
に
し
、
ウ
ィ
ン
･
ウ
ィ
ン
の
関

係
構
築
す
べ
き
と
思
う
が
伺
う
。

答
弁  

そ
の
通
り
と
思
う
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

　

地
域
経
済
活
性
化
策
の
質
疑

下
水
道
に
つ
い
て

質
問  

生
活
環
境
の
改
善
、
公
共
用
水

域
の
水
質
保
全
を
図
る
上
で
、
基
盤
的

施
設
と
し
て
実
施
。
事
業
が
遅
く
な
る

に
つ
れ
て
弊
害
が
地
域
間
の
格
差
が
起

き
て
い
る
。
公
共
工
事
の
減
少
で
事
業

者
も
雇
用
の
確
保
も
困
難
を
き
わ
め
、

下
水
道
工
事
が
唯
一
の
仕
事
。
経
年
数

も
長
く
も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
、
早

期
完
了
に
最
大
限
努
め
る
べ
き
で
あ

る
。
一
方
供
用
開
始
以
降
の
受
益
者
負

担
金
の
不
公
平
感
。
苦
情
不
満
が
あ
り
、

更
に
は
水
道
料
金
等
の
差
の
矛
盾
、
今

後
は
大
幅
に
見
直
す
時
で
あ
る
。

答
弁  

地
域
間
格
差
が
生
じ
て
い
る
の

は
ご
指
摘
の
通
り
、
承
知
し
て
い
る
。

供
用
区
域
を
順
次
拡
大
し
て
い
く
。
ご

理
解
を
願
い
た
い
。
公
共
工
事
に
お
け

る
、
下
水
道
工
事
の
期
待
は
必
要
不
可

欠
事
業
と
考
え
、
地
域
経
済
の
波
及
効

果
も
大
で
、鋭
意
事
業
を
進
め
て
い
く
。

近
年
国
の
交
付
金
と
な
る
財
源
も
減
額

さ
れ
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
の
事

業
投
下
と
な
り
、
費
用
対
効
果
を
検
証

し
、
順
次
発
注
に
努
め
て
い
く
。 

環
境
保
全
に
つ
い
て

質
問  

中
山
間
地
の
過
疎
化
の
防
止
策

に
最
も
重
要
な
の
は
、
林
業
の
生
業
化

に
あ
る
。
広
域
基
幹
林
道
五
頭
山
麓
南

線
の
事
業
計
画
が
中
途
半
端
な
状
態
。

早
期
完
了
さ
せ
る
努
力
が
不
足
し
て
い

る
。
安
全
面
を
考
慮
し
、
林
業
整
備
事

業
の
推
進
を
急
ぐ
べ
き
。
完
了
予
定
は

い
つ
な
の
か
。
更
に
取
り
付
け
作
業
道

の
整
備
併
用
も
必
要
。
一
方
交
付
補
助

金
の
減
額
所
有
者
負
担
増
は
問
題
で
あ

る
。

答
弁  

工
事
の
進
捗
状
況
は
17
年
間
で

58
％
で
あ
り
、
完
了
予
定
は
平
成
31
年

度
、
県
に
法
線
変
更
も
含
め
、
検
討
し

て
い
く
。
森
林
経
営
計
画
の
作
成
、
作

業
道
補
修
作
業
の
支
援
も
し
て
お
り
、

森
林
資
源
は
水
源
涵
養
や
地
球
温
暖
化

防
止
機
能
を
有
す
る
、
重
要
な
環
境
財

産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
森
林
組
合

の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆ 

喫
煙
に
つ
い
て 

市
民
交
流
エ
リ
ア
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

質
問  

市
長
は
後
援
会
活
動
の
対
話
集

会
や
自
治
会
長
会
議
の
席
、
ま
た
、
自

身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
々
で
こ
の
事
業

を
推
進
し
て
い
く
旨
の
発
言
を
し
て
い

る
が
確
認
の
意
味
も
含
め
市
長
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

答
弁  

市
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
と
し

て
事
業
は
推
進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る

が
、
過
去
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

そ
の
時
代
時
代
に
合
っ
た
、
ま
た
将
来

に
わ
た
り
阿
賀
野
市
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
事
業
と
な
る
よ
う
、

現
段
階
で
は
、
私
自
身
の
中
で
「
は
っ

き
り
し
た
内
容
」
が
見
え
て
い
る
訳
で

は
な
い
の
で
、
具
体
的
な
内
容
を
含
め

熟
慮
し
た
中
で
、
計
画
を
立
案
し
進
め

て
い
き
た
い
。

市
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

質
問  

最
近
市
民
か
ら
職
員
に
仕
事
に

対
し
て
の
熱
意
、
意
欲
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
聞

か
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
市
長

も
耳
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
そ

こ
で
次
に
つ
い
て
伺
う
。

 　
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る

た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
お

ら
れ
る
の
か
。
そ
の
為
の
具
体
的
な
方

策
は
。

答
弁  

市
民
の
利
便
性
の
視
点
に
立
っ

た
組
織
の
再
編
と
職
員
の
意
識
改
革
を

進
め
る
た
め
、
職
員
の
能
力
、
適
性
の

把
握
に
努
め
、
適
材
適
所
の
人
事
配
置

に
よ
り
職
員
の
仕
事
に
対
す
る
熱
意
・

意
欲
を
高
め
、
職
員
の
持
っ
て
い
る
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
作

り
、
市
民
に
ご
理
解
い
た
だ
き
協
力
を

い
た
だ
け
る
、
活
力
あ
る
阿
賀
野
市
を

作
っ
て
い
く
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

高橋　幸信 議員

山賀　清一 議員

総務文教常任委員会常任委員会の活動

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
９
月
定
例
会
ま
で
）

⑴
視
察
研
修
に
つ
い
て

⑵
市
内
小
・
中
学
校
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

場
外
車
券
売
場
「
サ
テ
ラ
イ
ト
阿
賀
野
」
は
、
場
外

舟
券
売
場
「
ミ
ニ
ボ
ー
ト
ピ
ア
阿
賀
野
」
と
併
設
し
、

競
輪
と
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
ワ
ン
フ
ロ
ア
一
体
型
で
楽
し

め
る
施
設
と
し
て
昨
秋
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

環
境
整
備
協
力
費
と
し
て
売
上
額
の
０･

７
％
を
市

に
支
払
い
ま
す
の
で
、
公
営
競
技
の
目
的
で
あ
る
地
方

財
政
の
健
全
化
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
入
場
者
数
を
増

や
す
計
画
を
立
て
て
い
る
と
の
お
話
で
し
た
。

　

近
接
す
る
赤
坂
小
学
校
児
童
の
下
校
時
間
、
通
学
路

の
交
差
点
２
カ
所
に
警
備
員
を
各
１
名
配
置
、
駐
車
場

の
警
備
員
は
帰
路
を
国
道
２
９
０
号
方
面
へ
車
両
誘
導

し
交
通
安
全
対
策
を
図
り
、
治
安
対
策
で
は
警
察
Ｏ
Ｂ

２
名
を
警
備
員
と
し
て
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
サ
テ
ラ
イ
ト
阿
賀
野
に
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
、

苦
情
は
寄
せ
ら
れ
ず
、
阿
賀
野
警
察
署
各
課
で
も
事
件
、

事
故
等
問
題
発
生
案
件
は
な
く
、青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

の
定
期
巡
回
指
導
で
も
事
故
等
の
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
懸
念
さ
れ
る
問
題
点
に
は
十
分
注
意
し
、
ま

た
、
閉
館
後
に
場
内
か
ら
一
斉
に
帰
る
車
で
通
学
路
の

交
通
量
が
多
く
な
る
時
間
は
下
校
時
間
と
重
な
り
、
特

に
夕
暮
れ
が
早
い
冬
期
間
は
危
険
が
増
す
の
で
、
交
通

事
故
発
生
防
止
に
一
層
の
配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

「
サ
テ
ラ
イ
ト
阿
賀
野
」
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

サテライト阿賀野、ミニボートサテライト阿賀野、ミニボート
ピア阿賀野ピア阿賀野

平
成
平
成
2424
年
５
月

年
５
月
2121
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

石川　恒夫 議員

平
成
24
年
５
月
21
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た
。


